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開催の目的・概要 

【開催の目的】 

総合診療専門医に必要な 6 つのコアコンピテンシーのうち『地域志向アプローチ』に焦点をあて、今後

国が進めていく地域包括ケアにおける総合診療専門医（家庭医）の役割や求められる能力とその開発に

ついて、 

第一線の講師とともにコアコンピテンシー・知的活性化プロジェクトチームと共に考えつくす WSです。 

 

【概要】 

地域包括ケアとは何か？を知るために、地域包括ケアの「community based care」と「integrated care」

の 2 つの側面について理解を深める。そのために家庭医からの「community based care」の事例や、病

院総合医の「integrated care」のマネジメントを紹介しつつ、地域包括ケアと考え方の近い「患者中心

のメディカルホーム」からもヒントを得たい。これは翻訳を務めた日本内科学会専門医部会地域医療教

育プログラムワーキンググループの活動から、患者の様々なニーズに対応する医師主導のチーム医療で

実践される多職種連携による包括的・協調的ケア供給モデルにおける医師の責務について考察する。そ

して第一線で地域づくり・街づくりなどのコミュニティデザインを行っている実践者から、共通するス

キルや態度を抽出し、その応用可能性を検討する。最後に参加者の経験や計画を基盤に、総合診療専門

医に求められる『地域志向アプローチ』に必要な基本的で具体的な活動とは何かについても共同して省

察し、更なるコンピテンシーの開発を行いたい。 

 


